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設 立

代 表 者

所 在 地

従 業 員

事 業 内 容

資 本 金

主 要 株 主

2017年3月

代表取締役社長 足立 彰紀

本社：東京都港区芝大門1-12-16 住友芝大門ビル2号館4F

71名(パート・パートナー含む)

ブロックチェーン・AI技術を基盤とした、デジタル貿易プラットフォームの開発・提供

6億856万8,500円（3億278万250円の資本準備金を含む）

東京海上日動火災保険株式会社、株式会社NTT Data、

山九株式会社、ケップルアフリカベンチャーズ、株式会社エアトリ
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OUR BUSINESS
事業概要
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OUR BUSINESS

ブロックチェーンを活用し、
仲介者無しで安心・安全・安価に代
金（デジタル通貨）と商品（電子
BL）の同時交換を実現します。
202X年の電子BL実用化に向けて、
自社エンジニアによるシステムの開
発を進めています。

新貿易決済システム開発事業

販路開拓や受発注、国際物流の手配など
煩雑な貿易実務をDXするデジタル貿易
ツールの開発を行っています。
貿易決済のイノベーションに向けて、
輸入者と輸出者だけでなく、物流関連企
業、保険会社、商社、保険会社など、
貿易に関わるプレイヤーすべてが集まる
総合デジタル貿易プラットフォームを目
指しています。

あらゆる貿易の困りごとをITの力で解決する会社

貿易決済のイノベーションに向けて、
日本国内における海外進出企業を増やすた
め、貿易未経験企業に対し
「おまかせ」で貿易ができる輸出支援サー
ビスを提供しています。
2024年8月末時点で導入企業数は
250社を突破。全国の地銀や代理店と提携
することで、地方創生にも貢献しています。

デジタル貿易プラットフォーム
「デジトラッド」開発事業

課題：貿易を効率化したい！

貿易まるなげパッケージサービス
「おまかせ貿易」の展開
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課題：簡単に貿易の決済を行いたい！課題：貿易をつくりたい！

中小企業 大企業 全企業
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202X年の電子BL実用化に向けて、
自社エンジニアによるシステムの開
発を進めています。

新貿易決済システム開発事業

販路開拓や受発注、国際物流の手配など
煩雑な貿易実務をDXするデジタル貿易
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「まるなげ貿易」の展開

Copyright © 2023 STANDAGE Inc. All Rights Reserved.

課題：簡単に貿易の決済を行いたい！課題：貿易をつくりたい！
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新貿易決済システム開発事業

貿易業界にイノベーションを起こす

ブロックチェーンとステーブルコインを活用した世界初となる新貿易決済システムを開発中。

STANDAGEの決済システムと、海外スタートアップが提供する同じブロックチェーンベースのeBL発行プラットフォームを連携さ

せることで、「代金」と「商品」の同時交換を実現。

OUR BUSINESS
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OUR BUSINESS

2023 2024 2025 2026

改正資金決済法
 日本ステーブルコインが
 発行可能に

2023.06

Binance 日本でのサービスを開始
ステーブルコイン発行

2023.3Q

 上で
国産ステーブルコインが
発行

2025.2Q

大手船会社手動で
船荷証券の完全電子化に向けて
普及・拡大の動き活性化

2025～

日本のステーブルコイン元年



新貿易決済システム開発事業 進捗①

貿易業界にイノベーションを起こす

大手総合商社、新興国の現地企業、Progmat社との共同実証実験事業として、実需取引に紐づけた大型貿易実証事業を調整。
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現在の商流と課題
FS及び将来体な商流と効果

大手商社 現地法人

中央銀行

地場銀行

当局連携
外貨準備状況
を踏まえて認可

LC開設
依頼

代金
送金

国内銀行

効率的な商流機能の観点からは、以下3点が大きな問題として存在
① 海外準備に応じた優先順位付けがされるため、いつ認可が取れるか不透明
② 現地企業の与信に関係なく、LCの開設が必須
③ LC認可が読めないため、国内で過剰在庫が発生。また、認可されたボリューム

しか輸出できないために、現地工場稼働率も限定的
④ 現地の稼働率が低下し、必要な生産量を賄えない (輸出にも回せない)

LC開設通知

売買契約

輸出

1

2

3 4

8

5

6

送金9

課題①

課題③
国内市場

海外市場

販売

課題④
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大手商社 現地法人

中央銀行

地場銀行

当局連携
外貨準備
関係なく認可

(LC開設
依頼)

代金
送金

国内銀行

(LC開設通知)

売買契約

輸出

1

2

3 4

8

5

6

送金9

国内市場

海外市場

販売7

課題の解消により、事業上以下のプラス効果が見込まれる
① 外貨準備高に影響がないため、即時の取引認可が可能
② 現地企業の与信に問題が無い場合はLC開設が不要(②⑤の省略）
③ 事業計画が立つため、最大限の生産計画を元に取引が行える
④ 結果、生産量が増加し、国内需要とともに海外輸出にも対応ができる

• 外貨準備高が改善し、他取引においてもスムーズな輸入の実施につながる

初期SC供給0

効果①

効果③
効果④

課題② 効果②



貿易業界にイノベーションを起こす

ステーブルコインとeBLがそれぞれ発行されるEVMチェーンにデジトラッドのデジタル金庫を実装。

さらに、Layer Zeroを利用して異なるブロックチェーン間の相互接続を実現！
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新貿易決済システム開発事業 進捗③

eBL

SC

eBL

SC

同一チェーン上なら
スムーズな交換が可能

異なるチェーン同士では
取引ができない



OUR BUSINESS
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FUTURE OUTLOOK

必要な人が 必要な機能を 自由かつ横断的に選択できるWebアプリケーション

貿易業界コンパウンド型SaaSサービスを目指す

▲ 単一アプリケーション型
（１プロダクトに機能を集約し、別アカウントで管理）

▲ コンパウンド型
（シームレスな横断や機能ごとの利用が可能）

Market 
place

A

Market 
place

B

SaaS 
B

SaaS 
C

SaaS 
A

Database
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デジトラッドの概念図

ユーザー情報

アクセス権限

管理基盤(仮称)

貿易用CRM、プロジェクト管理

貿易クラウド

物流の見積・発注

フォワーディング

中小向け貿易受発注管理

貿易クラウドPro
ブロックチェーン決済

ペイメント

物流費見積・請求書受発注作業貿易顧客CRM

貿易プロジェクト管理

国内外決済

FUTURE OUTLOOK

船積書類作成
eBL連携

ブッキング・入札

2024年リリース済 2025年春順次リリース予定 β版リリーズ済み2025年秋リリース予定



貿易業界にイノベーションを起こす

＜デジトラッド・フォワーディング 個社カスタマイズ版の開発・提供＞

デジトラッド・フォワーディングのUI/UXを基盤とし、某商社の物流オペレーションを反映した独自の物流DXシステムを

STANDAGEが開発する契約を締結。2024年11月に社内運用試験を行い、2025年2月にパートナーフォワーダー、倉庫業者15社で

の運用試験を開始。2025年4月に本格運用開始。
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デジタル貿易プラットフォーム「デジトラッド」開発事業 進捗



荷主向け物流管理システム

見積書の取り集め作業、集計作業、作成作業をシステム化し、自動で親見積書を作成。2025年にブッキング、入札、HS
コード管理、経費案分機能を実装予定。

営業部

物流部

LS部隊 倉庫 現地配送

海外現地店

見積

見積

見積もりの
集計作業が
大変！

LS部隊 倉庫 現地配送

見積 見積

見積

物流部

荷主

見積

見積を自動集計し
親見積もり作成

見積もり集計
発行依頼

子見積もり入力

親見積もり

Before After

レートが登
録されてい
るものは自
動見積
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すべての国が、すべてのものに、
平等にアクセスできる世界の実現
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